
昭和“年 1月20日

｣
納
会
員
の
納
入
促
進
対
策
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

一

又
財
政
調
整
基
金
積
立
に
関
す
る
内
規
が
設
定
さ
れ
て
お
り

一

新
年
度
予
算
措
置
も
必
要
と
な
る
の
で
役
員
会
議
に
諮
問
し

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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会
員
の
み
な
さ
ま
、
す
が
す
が
し
い
昭
和
四
十
七
年
の
新
春

を
迎
え
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
年
位
い
は
夢
の
よ
う
だ
!
!
!
!
と
い
い
ま
す
が
正
し
く
そ

の
通
り
、
昭
和
四
十
六
年
も
電
光
の
如
く
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、

思
え
ば
誠
に
短
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
は
吾
々
が
多

年
に
わ
た
り
ま
し
て
熱
望
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
行
政
書
士
会
が

法
人
化
さ
れ
た
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
は
昨
年
日
行
達
の
運
動
に
よ
っ
て
、
第
六
十
五
国
会

に
於
い
て
生
ま
れ
た
こ
の
改
正
行
政
書
士
法
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
、
北
海
道
行
政
書
士
会
を
今
年
は
健
全
に
育
て
る
も
っ

と
も
重
大
な
年
で
あ
り
ま
す
。

特
に
私
が
申
し
上
げ
た
い
こ
と
ば
客
年
九
月
三
十
一
日
日
行

連
主
催
の
全
国
会
長
会
議
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
と
き
、

自
治
省
行
政
課
担
当
官
の
方
々
の
講
師
先
生
方
か
ら
、
こ
の
法

改
正
主
旨
の
説
明
会
が
も
た
れ
ま
し
て
、
各
担
当
官
か
ら
今
回

の
法
改
正
は
行
政
書
士
の
自
立
、
自
主
制
の
強
化
そ
あ
っ
て
議

員
立
法
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
前
進
･
飛
躍
し
た
こ
と
。

現
在
単
位
会
が
資
格
登
録
を
行
な

て
い
る
の
は
弁
護
士
会

だ
け
で
あ
り
、
公
認
会
計
士
会
、
税
理
士
会
の
二
つ
の
組
織
は

連
合
体
で
登
録
事
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
度
単
位
行
政

書
士
会
が
資
格
登
録
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

異
句
同
音
に
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

思
い
起
こ
し
ま
す
と
行
政
書
士
は
先
き
の
臨
時
行
政
調
査
会

の
答
申
の
俎
上
に
登
り
、
一時
そ
の
存
在
の
危
ぶ
ま
れ
た
行
政

書
士
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
法
に
よ
る
行
政
書
モ

会
に
対
す
る
法
人
格
の
附
与
で
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
一
目

全
国
そ
斉
に
各
単
位
の
行
政
書
七
会
に
よ
っ
て
登
録
事
務
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
万
全
の
磯
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
こ
の
誇
り
を
以
っ
て
、
大
い
に
業

務
に
ご
活
躍
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

次
に
、
い
か
に
立
派
な
法
律
と
か
、
あ
る
い
は
会
則
と
い
う

も
の
が
で
き
ま
し
て
も
、
法
律
と
か
会
則
と
い
う
も
の
は
静
止

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
自
体
で
は
動
か
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
法
律
、
会
則
、
を
解
釈
し
、
運
用
す
る
の
は
八
で
あ

り
ま
す
。
会
員
の
吾
々
で
あ
り
ま
す
。

五口
々
一
人

一
人
が
改
正
法
律
、
会
則
を
正
し
く
理
解
し
運

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
書
士
の
社
会
的
な
地
位
は
向
上
し
、

本
会
も
又
、
益
々
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
今
年
も
大
い
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
:
:
!
･ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ご

挨

拶

副
会
長

森

口

松
太
郎

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

揮
し
い
新
年
を
迎
え
会
員
各
位
の
お
清
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
十
月
の
臨
時
総
会
に
於
て
副
会
長
に
選
任
さ
れ
同
年
十

二
月
一
日
就
任
致
し
ま
し
た
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
覚
え
ま

す
が
皆
様
の
お
指
導
と
ご
鞭
撻
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
職
責
を

果
し
た
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
絶
大
な
る
お
支
援
と
お
協

力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
経
済
問
題
、
外
交
問
題
等
の
激
変
の
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
者
が
行
政
害
と
会
は
特
別
立
法
に
よ
り
、
大
き
く
改
革

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
に
則
っ
て
本
会
も
更
に
言
層
前
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

総
て
社
会
は
和
を
以
っ
て
尊
し
と
な
す
、
ン
言

い
ま
す
が
、

さ
ら
に
者
が
行
政
贄
E
会
は
団
結
が
必
要
と
存
じ
ま
す
、
共
同

の
責
任
と
共
同
の
発
展
を
祈
念
し
、
誇
り
あ
る
吾
が
会
の
歴
史

を
尊
び
、
鼾
鋸
…を
重
ね
高
度
成
度
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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業
務
研
修

昭和47年 1 月2O H

先
般
あ
る
新
入
会
者
が
来
訪
さ
れ
、
行
政
洋
E
と
し
て
の
仕

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
会
会
員

は
.
法
~
条
の
‐
、
法
.
.条

.の
五
に
よ
る
資
格
者
で
あ
り
、

粘
適
す
る
業
務
を
も
つ
人
、
こ
れ
に
反
す
る
人
も
あ
る
と
行
じ

ま
す
が
、
新
川
を
問
わ
ず
、
如
何
に
し
て
業
務
成
績
を
約
め
、

如
何
に
し
て
経
済
に
連
が
る
か
と
言
う
結
論
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
、
大
い
に
業
務
研
修
を
汞
ね
、
自
ら
進
ん
で
勉
強
い
た
し

宝
テ
ー)rご
つ
U

事
務
局
の
利
用

北 海 道 行 政 書 士 会 報

会
H
か
ら
、
事
務
局
に
問
い
合
せ
が
あ
っ
て
も
回
答
出
来
る

よ
う
に
、
又
、
会
員
が
常
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
は
事
務

局
に
、官
報
、公
報
は
勿
論
の
こ
と
、で
き
る
限
り
、業
務
関
係
書
、

参
考
書
等
を
蒐
集
し
、
又
斡
旋
、
配
布
す
る
な
ど
、
会
員
の
利

便
を
は
か
る
べ
き
と
存
じ
ま
す
。

議
案
の
先
送
に
つ
い
て

会
議
構
成
員
の
方
々
は
御
多
忙
の
処
を
、
態
々
お
出
席
下
さ

る
の
で
、
で
き
る
限
り
、
議
案
を
前
も
っ
て
目
を
通
し
て
頂
き

充
分
審
議
を
願
い
ま
し
ょ
う
o

会
員
の
業
務
を
圧
迫
す
る
も
の
の
排
除
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官
公
庁
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
は
、
常
に
予
算
削
減
と
、
能

率
増
進
を
は
か
る
事
を
目
的
に
、
機
械
化
す
る
も
の
他
に
発
注

す
る
方
途
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。た
め
に
外
部
団
体
を
創
り
、又

無
資
格
業
者
、
会
社
の
出
入
を
許
容
す
る
な
ど
の
事
実
、
併
せ

4

て
個
人
非
行
政
書
士
を
排
除
す
る
た
め
、
P
R
、
啓
蒙
、
摘
発

等
も
遠
慮
な
く
実
行
す
べ
き
事
で
し
ょ
う
。
尚
年
報
も
年
々
実

△

續
を
あ
げ
て
必
ず
報
告
致
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
韻
文
を
挺
し
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
益
々
立鼻
れ
軒
昂
し

て
大
い
に
頑
張
り
、
会
も
会
員
も
共
に
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　

　　　　 ｢会
務
報
告
｣

第
五
回

理
事

会
議

日

時

昭
和
46
年
12
月
1
日

13
時
ー
16
時

と
こ
ろ

札
幌
市
北
1
西
=

グ
リ
ー
ン
札
幌

出
席
者

渡
辺
会
長
、
榎
波
、
森
口
、
久
保
田
3
副
会
長
、

成
田
、
石
川
、
石
道
、
天
野
、
平
賀
、
師
追
、
佐
藤

三
千
三
、
大
渕
、
黒
島
、
三
浦
、
沢
田
、
荒
、
佐
藤

武
正
腿
理
事

議

事

1

会
長
開
会
挨
拶

日
行
連
総
会
の
経
過
報
告
、
北
海
道
行
政
書
士
会
の
会
則
認

可
を
受
け
、
法
人
登
記
の
申
請
を
し
た
乙昆
蹄鬘
口

2

常
任
理
事
の
互
選

会
長
一
任
に
よ
り
3
副
会
長
と
別
室
に
て
選
考
の
結
果
次
の

8
名
に
決
定
、
成
田
、
石
道
、
三
浦
、
沢
田

(札
幌
4
名
)
黒

島

(函
館
)
大
渕
(小
樽
)
石
川
(室
蘭
)
平
賀

(十
勝
)

3

各
部
長
の
互
選

常
任
理
事
別
室
に
て
協
議
の
結
果
決
定

総
務
部
石
道
部
長
、
石
川
副
部
長
、
新
道
、
荒
、
森
谷
部
員

経
理
部
三
浦
部
長
、平
賀
副
部
長
、佐
藤
武
、細
井
、関
野
部
員

企
画
部
成
田
部
長
、沢
田
副
部
長
、長
谷
川
、山
根
、後
藤
部
員

業
務
研
修
部
黒
島
部
長
、
大
渕
副
部
長
、
天
野
、
佐
藤
三
千

三
、
仙
座
部
員

4

新
年
度
定
時
総
会
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て

年
内
に
各
部
毎
に
部
会
を
開
き
計
画
を
立
て
1
月
中
に
理
事

会
に
誇
る
事

5

其
の
他
、
事
務
局
長
採
用
に
つ
い
て

山
本
正
一
氏
採
用
承
認
あ
り

6

会
員
の
会
費
免
除
に
つ
い
て

河
合
甚
一
(室
蘭
)
前
田
清
(旭
川
)
会
費
の
免
除
承
認
あ

綱
紀
委
員
会
会
議

日

時

昭
和
46
年
12
月
7
日

13
時

と
こ
ろ

札
幌
市
南
1
西
5
愛
生
館
ビ
ル
4
F
、
第
三
会
議
室

出
席
者

渡
辺
会
長
、
森
口
、
久
保
田
副
会
長
、犬
飼
、小
城
、

成
沢
、
有
馬
、
野
崎
委
員

議

事
会
長
開
会
挨
拶
に
つ
づ
き
本
委
員
会
の
組
織
と
委
員
会
の
内

規
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
協
議
ね
が
い
た
い
。
綱
紀
委
員
会

の
性
格
に
つ
い
て
討
議
し
、
会
員
へ
の
綱
紀
指
導
を
本
会
に

望
む
定
例
会
議
毎
月
の
第
2
金
曜
日
に
持
つ
事
と
す
る
。
委
員

長
小
城
清
二
、
副
委
員
長
野
崎
幸
氏
と
決
定

業
務
研
修
部
会
議

日

時

昭
和
46
年
12
月
19
日

10
時

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
り
西
7
丁
日

中
殿
旅
館

出
席
者

渡
辺
会
長
、
森
口
、
久
保
田
副
会
長
、
黒
鳥
部
長
、

大
潮
副
部
長
、
佐
藤
三
千
三
、
天
野
部
員
、
三
浦
経

理
部
長
(予
算
の
た
め
出
席
)

議

事
黒
島
部
長
開
会
の
旨
を
述
べ
る

1

専
門
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
次
の
7
部
を
設
け
各
委
員

が
推
薦
さ
れ
た
。

ィ

交
通
専
門
委
員
会
=
沢
田
永
茂
、
木
川
政
蔵
、本
村
孝
幸
、

佐
藤
宏
、
斎
藤
工
。
(5
者
札
幌
)

ロ

運
輸
専
門
委
員
会
町
中
川
悦
男
、
本
庄
藤
一、葛
西
義
雄
、

大
川
喜
代
治
、
舛
井
斉
。
(5
名
札
幌
)

ハ

農
地
専
門
委
員
会
=
=石
道
政
治
、
仙
座
充
、
伊
藤
徳
文
、

西
川
勇
松
、
中
屋
敷
健
…英

(5
名
札
幌
)

二

建
設
土
杢
専
門
委
員
会
=
=石
川
常
次
郎

(室
)
大
渕
博
之

(小
)遠
藤
潔
(札
)山
藤
巖
(札
)中
尾
道
信
(小
)

ホ

労
務
専
門
委
員
会
=
天
野
晴
清
(十
)高
田
散
大
札
)作
田

肇
(札
)島
田
久
雄
(札
)永
沼
祐
(旭
)
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の
た
め
各
業
者
に
非
行
政
書
士
行
為
の
な
い
よ
う
総
務
部
と
協

議
の
上
申
し
入
れ
る
。

｢支
部
だ
よ
り
｣

小
樽
支
部
連
絡
会
議

日

時
昭
和
46
年
m
月
器
日

と
こ
ろ

金
鼎
翹
甥
向
一愛
。
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

開崖
者

穰
裟
ち長

全
員
約
二
Q
名
出
席

議

事

･

細
井
舌
盈掛
需
要
琵
拶
に
っ
づ
よ蒲
一輪
髪
尊
槐
詳

1

行
政
書
中毒
簿
釜
山に
つ
い
て

2

纂
孃
握
最
善
去
云
而
嚢
史
に
っ
ぃ
て

3

北
海
鴫
併政
書
-去
テ隙
賎
災
=の
落
語
鬘
口

4

打低
篠
険
労
務
一去
歪
樽
支
部
の解
散
に
っ
い
て

空
知
支
部
臨
時
総
会

日

時

昭
和
46
年
11
月
28
日

と
こ
ろ

岩
見
沢
市
駅
前

白
樺
食
堂
3
F

出
席
者

渡
辺
会
長
、
会
員
約
25
名

議

事
今
村
支
部
長
挨
拶

1

事
業
中
間
報
告

(稀
年
10
月
31
日
ま
で
の
も
の
)

2

収
支
中
間
報
告

定
年
10
月
視
日
ま
で
の
も
の
)

3

支
部
規
則

(案
)
審
議

4

事
業
計
画
、
予
算

(毎
年
露
月
1
日
-
47
年
3
月
引
日
)

5

役
員
選
任

◎
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
臨
時
総
会

日
行
達
会
報
卸
号
参
照
北
海
道
行
政
書
士
会
出
席
者
、
渡
辺

度
±只

藤
山
利
夫
べ
黒
島
宇
吉
郎
、
森
口
松
太
郎
各
先
生

｢子
年
生
れ
｣

行
政
書
士
の
今
昔

札
幌
支
部

佐

藤

幸
之
助

(元
副
会
長
)

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ぅ
御
座
い
ま
す
。

愈
々
札
幌
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
と
皆
様
の
御
隆
盛
を
心
か
ら
祈
念
致
し

ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
を
即
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
年
は
子
年
で
丁
度
私
の
生
れ
年
に
当
り
ま
す
。
私
は

明
治
三
三
年
の
子
年
に
生
れ
弦
に
六
回
目
の
子
年
を
迎
え
て
満

七
二
歳
の
年
を
重
ね
ま
し
た
お
陰
様
で
至
極
健
康
で
如
何
に
も
‐

ね
ず
み
の
性
分
を
発
揮
し
て
毎
日
頑
張
っ
て
居
り
ま
す
。
持
っ

て
生
れ
た
性
分
は
終
生
変
ら
な
い
の
で
す
が
変
っ
た
の
は
今
の

世
相
で
す
。
私
が
行
政
書
士
と
し
て
の
発
足
は
昭
和
八
年
で
当

時
代
書
人
と
称
し
庁
令
で
定
め
る
代
書
人
取
締
規
則
に
捲
き
各

警
察
署
長
の
権
限
で
許
可
と
そ
の
取
締
を
し
た
の
で
管
轄
受
持

の
巡
査
が
月
に
二
、
三
回
位
来
て
営
業
監
検
と
称
し
代
書
人
の

取
扱
っ
た
受
託
事
件
簿
を
綿
密
に
検
閲
し
そ
の
欄
外
に
月
日
を

記
し
て
押
印
を
す
る
と
い
う
厳
格
な
取
締
を
受
け
た
の
で
す
。

併
し
今
と
違
っ
て
現
在
の
保
健
所
、
陸
運
局
、
労
働
基
準
監
督

署
や
職
安
等
と
云
う
役
所
が
な
い
の
で
こ
れ
等
の
事
務
そ
切
は

道
警
察
部
長
の
権
限
に
属
し
て
居
た
の
で
代
書
人
の
事
件
も
多

い
が
窓
口
が
少
な
い
の
で
割
合
に
楽
で
あ
っ
た
、
処
が
終
戦
後

世
相
が
一
変
し
て
自
動
車
関
係
は
陸
運
局
、
労
災
関
係
は
基
準

局
、
環
境
並
に
食
品
衛
生
関
係
は
保
健
所
と
各
々
関
係
役
所
の

出
現
に
よ
り
分
離
さ
れ
そ
の
事
務
取
扱
も
極
め
て
複
雑
と
な
り

昭
和
二
六
年
に
初
め
て
行
政
書
士
法
が
発
令
さ
れ
更
に
昭
和
三

五
年
に
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
強
制
会
と
な
り
又
昭
和
四
三
年

に
は
労
災
関
係
の
事
務
が
専
門
化
さ
れ
社
会
保
険
労
務
士
が
発

令
さ
れ
行
政
書
士
業
務
か
ら
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
以
上
の
よ

う
に
社
会
の
進
展
と
共
に
業
務
内
容
も
専
門
化
し
て
く
る
の
で

五
口々
行
政
書
士
は
将
来
に
向
っ
て
常
に
業
務
の
研
鑽
に
努
め
鮑
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へ

風
俗
衛
生
専
門
委
員
会
=
佐
藤
三
千
三
(網
)島
田
清
太
郎

(札
)小
杉
晃
(小
滋
木山
信
一郎
(十
斉
同島
正
夫
(札
)

ト

民
事
専
門
委
員
会
=
山
根
義
弘
(札
)仙
座
充
(札
)大
渕
博

之
(小
)佐
藤
三
千
三
(絹
)天
野
晴
清
(十
)

2

委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

研
修
会
は
年
3
回
行
う
。
会
場
は
道
南
、
道
央
、
道
北
に
予

定
す
る
。
各
支
部
の
研
修
会
は
こ
の
他
に
随
時
行
う
。
予
算
編

成
が
な
さ
れ
る
の
で
実
際
の
活
動
は
総
会
後
の
新
執
行
部
に
お

委
せ
す
る
。企

画

部

会
会
議

日

時

昭
和
筍
年
乾
月
“
日

10
時

北 海 道 行 政 書 士 会 報

と
こ
ろ

札
幌
市
南
1
西
5

愛
生
館
ビ
ル
4
F
第
3
会
議
室

出
席
者

渡
辺
会
長
、
森
口
副
会
長
、
成
田
部
長
、
沢
田
副
部

長
、
長
谷
川
、
山
根
部
員
、
業
務
研
修
部
と
関
連
が

あ
る
た
め
大
渕
副
部
長
に
も
出
席
願
う

議

事
成
田
部
長
開
会
挨
拶

1

業
務
研
修
部
と
企
画
部
と
の
業
務
分
担
の
調
整
確
認

研
修
、
講
習
等
双
方
の
部
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
協
議
し
て
実
施
す
る
。

2

会
報
発
行

今
後
は
指
導
教
育
等
の
目
的
を
加
え
、
速
報
的
に
業
務
の
P

R
し
て
意
見
の
広
場
と
し
質
疑
応
答
な
ど
も
入
れ
広
告
等
も
取

る
よ
う
に
し
た
い
。

3

関
係
法
令
の
調
査
、
研
究

昭和47年 1 月20日

関
係
法
令
檗
を
作
成
会
員
に
配
付
し
た
い
。
日
行
連
の
状
況

を
み
て
決
定
す
る
。

4

業
務
資
料
の
作
成

業
務
量
に
よ
り
資
料
作
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
し
、
併
行
し
て
各
官
庁
で
書
士
業
務

の
パ
ー
セ
ン
ト
を
調
査
す
る
。

5

広
報
活
動

行
政
書
士
業
務
の
内
容
を
印
刷
配
布
し
会
員
の
業
務
権
確
保

日

発
展
と
皆
様
の
ご
隆
昌
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て

｢予
年
｣

励
新
年
の
御
蔭

と
致
し
ま
す
。

昨

年

頭
の

挨

拶

蜘

慶

次
郎

日

旭
川
支
部
長

荒

本
道
に
お
け
る
行
政
書
士
会
員
の
皆
さ
ん
新
年
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
員
の
皆
さ
ん
方
に
大
変
御
世
話
様
に
な
り
ま
し

た
事
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
本
年
も
相
変
ら
ず
旧

報

に
倍
し
御
支
援
の
程
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
回
北
海
道
行
政
書
士
会
よ
り
旭
川
支
部
長
は
子
の
年

生
れ
で
あ
る
か
ら
新
年
号
の
記
事
を
書
い
て
貰
い
度
ぃ
と
の
電

話
が
あ
っ
た
の
は
突
然
の
事
で
あ
り
戸
惑
っ
た
が
何
は
と
も
あ

書

れ
明
治
生
れ
の
正
真
正
銘
の
予
年
生
れ
で
あ
り
責
任
の
一
端
と

政

し
て
年
頭
の
所
感
を
申
し
上
げ
た
ぃ
と
存
じ
ま
す
o

一丁

私
共
の
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士
法
の
足
跡
を
顧
み
る
時
遠

々

く
明
治
時
代
か
ら
大
正
昭
和
と
幾
多
の
変
遷
と
共
に
幾
多
の
改

道

革
が
行
な
わ
れ
今
日
に
ぃ
た
り
ま
し
た
が
昨
年
は
特
殊
法
人
と

海
“

し
て
画
期
的
な
行
政
書
士
会
と
し
て
改
正
さ
れ
十
二
月
一
日
よ

ヒ

リ
施
行
と
同
時
に
臨
時
総
会
を
開
き
役
員
の
改
選
並
に
諸
議
案

]

の
審
議
を
終
え
名
実
共
に
法
人
格
と
し
て
北
海
道
行
政
書
士
会

が
誕
生
し
た
事
は
本
道
八
四
失
名
の
会
員
諸
氏
と
共
に
等
し
く

慶
賀
に
堪
え
な
い
と
同
時
に
今
後
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
会
の
運

営
の
面
に
お
い
て
重
且
つ
大
な
る
も
の
が
あ
り
相
共
に
研
鑽
相

共
に
反
省
す
べ
き
点
の
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
更
に
本
年
は
本
道
開
拓
の
中
心
都
市
札
幌
は
名
実
共
に
日
本

十
大
都
市
の
一
つ
と
し
て
人
口
一
〇
四
万
余
を
超
え
る
東
京
以

冊

北
の
地
に
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
地
と
し
て
世
界
三
五
ヶ
国

錠

の
若
人
選
手
が
一
堂
に
会
し
競
う
事
は
我
々
全
道
民
は
勿
論
全

第(

国
民
の
歴
史
的
名
誉
と
し
て
永
遠
に
記
念
す
べ
き
行
事
の
年
で

あ
り
又
同
時
に
我
国
選
手
団
が
各
国
選
手
団
に
劣
ら
ぬ
優
秀
な

成
績
を
も
っ
て
無
事
終
了
す
る
事
を
念
願
掌
る
も
の
で
あ
り
ま
実

現
代
の
人
々
は
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
と
云
う
が
こ
の
遠

く
な
る
明
治
生
れ
の
子
年
よ
り
ま
だ
ま
だ
若
い
大
正
元
年
生
れ

の
会
員
達
の
起
稿
こ
そ
新
年
号
の
記
事
に
ふ
さ
わ
し
い
縞
が
出

る
も
の
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

新
年
に
当
り
北
雌
迫
行
政
書
士
会
の
御
発
展
と
皆
さ
ん
方
の

御
健
闘
を
御
祈
り
申
し
上
げ
期
か
粗
辞
で
は
あ
り
ま
す
が
年
頭

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

札
幌
支
部

一

戸

博

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
ご
健
勝
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
よ
ろ
こ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

お
正
月
の
行
事
が
一
段
落
し
、
自
宅
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
と

こ
ろ
、

｢会
報
｣
の
編
集
事
務
局
か
ら
電
話
で
ネ
ズ
ミ
年
生
れ

の
私
に

｢年
男
で
あ
る
か
ら
何
か
新
春
の
感
想
を
｣
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
筆
を
と
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
の
干
支

(え
と
)
は
ネ
ズ
ミ
で
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
子
年
の
ネ
ズ
ミ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、

｢神
社
の
ネ
ズ

ミ
し

｢ド
ブ
ネ
ズ
"
亡

｢野
ネ
ズ
"
ゞ

な
ど
に
分
れ
る
そ
う
で

す
。
こ
と
し
の
ネ
ズ
ミ
は
甲
子

(き
の
え
ね
)
で
神
社
の
ネ
ズ

ミ
だ
そ
う
で
す
。
神
社
に
住
み
つ
い
て
い
て
、
鏡
餅
を
食
べ
た

り
な
ど
し
、
頭
が
い
い
。
衣
食
住
に
恵
ま
れ
て
不
自
由
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
本
年
は
結
構
な
年
回
り
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し

　　
　　　　
さ
て
わ
た
く
し
た
ち
行
政
書
士
は
、
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り

心
を
あ
ら
た
に
し
て
こ
と
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

会
と
し
て
も

｢登
録
｣
と
い
う
重
要
な
業
務
を
処
理
す
る
な

ど
、
そ
の
業
務
が
重
大
に
な
る
年
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
た
ち
行
政
書
士
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
し
、

品
位
を
保
持
し
、
業
務
の
改
善
進
歩
を
図
り
、
道
民
の
皆
様
方

の
利
便
を
図
る
こ
と
に
っ
と
め
、
昭
和
四
十
七
年
の
甲
子
年
は

ほ
ん
と
う
に
悔
の
な
い
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
会
員
の
皆
様

と
も
ど
も
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

年
頭
の
挨
拶

旭
川
支
部

佐
々
木

修

一

本
道
に
お
け
る
行
政
書
士
会
員
御
目
出
度
う
御
座
い
ま
す
。

日
頃
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
本
年
も
相
変
ら
ず
御
交

誼
の
程
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

此
の
度
行
政
書
士
会
旭
川
支
部
長
よ
り
子
年
生
ま
れ
に
つ
い

て
本
部
に
寄
稿
し
て
貰
い
度
い
と
の
お
話
が
あ
っ
た
の
で
少
し

ば
か
り
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
大
正
元
年
生
れ
六
十

一
歳
に
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
に
行
政
書
士
の
登
録
を
受
け
今

日
に
至
っ
て
居
り
ま
す
が
私
は
行
政
書
士
の
傍
ら
自
分
の
趣
味

と
し
て
肖
像
画
揮
毫
及
び
魚
釣
り
等
の
方
が
本
職
の
様
な
も
の

で
す
。
肖
像
画
揮
毫
の
経
歴
四
十
四
年
釣
り
道
楽
五
十
年
の
経

験
を
持
っ
て
居
り
ま
す
。
今
後
の
余
生
も
此
の
道
楽
で
送
る
考

え
で
居
り
ま
す
。
釣
り
は
健
康
の
秘
訣
と
言
蕁
が
全
く
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
す
。

籾
、
最
近
の
世
相
を
顧
み
る
時
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
今

日
に
至
る
此
の
間
の
国
民
の
思
想
は
変
転
し
、
世
は
挙
げ
て
今

や
交
通
の
激
増
、
過
激
派
の
横
行
、
実
に
目
に
余
る
も
の
あ
り
、

此
の
雄
に
当
り
私
共
全
国
民
は
相
丑だ
協
力
一致
、
こ
れ
等
交

通
事
故
撲
滅
、
過
激
派
等
の
追
放
に
協
力
し
、
日
本
国
民
と
し

て
恥
な
い
毅
然
た
る
態
度
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
昔
か
ら
還
暦
と
言
え
ば
、
六
十
を
越
し
た
者
に
限
ら
れ

て
居
り
、
明
治
時
代
は
人
生
五
十
年
と
き
ま
っ
た
様
に
思
っ
て

居
た
が
、
今
の
時
代
は
五
十
年
は
鼻
た
れ
小
僧
の
頸
で
あ
り
、

六
十
歳
は
初
老
の
城
に
入
っ
た
気
持
ち
で
余
生
を
有
意
義
に
生

活
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
日
頃
行
政
書
士
会
に

は
御
世
話
に
な
り
通
し
で
御
無
沙
汰
い
た
し
て
居
り
ま
す
が
、

今
後
丑
企
且
し
く
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
願
い
ま
す
。
年
頭
に
当
り

皆
さ
ん
方
の
御
健
康
を
祝
し
併
而
行
政
書
士
会
の
御
発
展
を
御

･祈
り
申
し
上
げ
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
‐
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子
年
の
初
め
に
当
っ
て

網
走
支
部

副
支
部
長

角

田

富
(

一

十
二
支
初
め
子
年
の
正
月
を
迎
え
、
大
正
十
三
年
生
の
私
に

と
っ
て
四
回
目
の
年
男
、
感
慨
-
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

第
一
回
目
は
北
支
北
京
在
住
、
日
本
人
小
学
校
よ
り
、
上
級

校
進
学
の
た
め
東
京
に
帰
り
、
昭
和
十
九
年
に
陸
軍
特
別
幹
部

候
補
生
飛
行
兵
を
志
願
、
飛
行
第
四
戦
隊

(大
刃
洗
航
空
隊
)

に
て
関
門
、
北
九
州
の
防
空
戦
闘
に
従
事
し
、
終
戦
直
前
は
沖

縄
特
攻
の
た
め
大
分
基
地
に
あ
り
、
人
生
二
十
一
年
と
覚
悟
し

た
が
、
敗
戦
と
共
に
昭
和
二
十
年
十
月
末
日
、
京
都
市
よ
り
集

団
帰
農
者
と
し
て
網
走
市
涛
沸
湖
畔
よ
り
七
粁
奥
の
藻
琴
原
野

の
国
有
林
に
入
植
し
、
生
れ
て
初
め
て
農
業
を
始
め
た
が
、
足

の
裏
一
杯
の
マ
メ
、
す
り
き
れ
た
手
は
熱
い
茶
碗
が
持
て
ず
、

島
田
鍬
と
マ
サ
カ
リ
に
て
反
当
り
七
百
本
の
抜
根
、
昭
和
三
十

年
ま
で
に
十
一
町
余
歩
開
墾
し
た
が
、
種
ま
き
の
あ
と
、
除
草

し
な
け
れ
ば
収
穫
出
来
な
い
こ
と
を
知
っ
た
お
ど
ろ
き
は
、
昨

日
の
ょ
ぅ
に
銘
記
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年
、
健
康
を
害
し
、

半
年
の
療
養
生
活
、
一
切
を
売
却
し
て
離
農
十
六
年
間
の
没
社

会
の
奥
山
生
活
、
浦
島
太
郎
の
如
き
存
在
で
あ
っ
た
。
た
ま
た

ま
、
昭
和
三
十
八
年
行
政
書
士
試
験
合
格
、
こ
こ
に
百
八
十
度

転
換
、
書
士
業
へ
の
入
門
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
第
二
回
目
は

大
自
然
の
中
に
、
無
収
入
に
よ
る
貧
乏
と
限
界
を
超
え
た
労
働

の
連
続
、
無
我
夢
中
、
思
出
も
あ
り
ま
せ
ん
。
第
三
国
目
は
、

国
際
開
放
経
済
に
対
処
す
る
農
業
の
激
動
期
、
如
何
に
経
営
を

合
理
化
す
べ
き
か
に
苦
慮
し
、
そ
し
て
第
四
回
目
、
本
年
は
、

沖
縄
返
還
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
等
に
て
騒
々
し
い
と
は
云
え
、
平

和
の
中
に
繁
栄
す
る
日
本
、
実
に
戦
争
に
散
る
べ
き
生
命
を
、

こ
こ
に
四
十
八
歳
を
迎
え
、
亡
き
戦
友
を
想
起
し
懐
古
の
情
に

堪
え
ま
せ
ん
。

北
海
道
行
政
書
士
会
も
満
二
十
年
、
こ
こ
に
法
人
格
あ
る
成

人
と
し
て
新
し
き
第
ノ
歩
を
始
動
す
る
年
が
、
偶
然
と
は
云
え

子
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
人
間
な
き
あ
と
の
地
球
は
、
ね
ず
み

(第61号 )

子
年
で
あ
り
･

　
　
　
　　

の
天
下
で
あ
ろ
う
と
云
う
、
こ
の
た
く
ま
し
い
生
命
力
あ
る
動

物
の
如
く
本
来
、
書
士
業
の
本
家
で
あ
っ
た
行
政
書
士
の
新
分

野
の
開
拓
と
、
資
質
の
向
上
に
、
一層
の
努
力
と
研
修
を
痛
感

し
、
同
業
諸
兄
の
御
健
闘
と
御
発
展
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
来

る
べ
き
第
五
回
目
の
子
年
の
春
を
寿
ぎ
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

新
年
に

思

う

札
幌
支
部

長

浦

垂

郎

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
正
月
を
迎
え
る
と
、
世
の
中
が
新
ら

し
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な

気
が
す
る
。

同
じ
き
の
う
と
き
ょ
う
で
も
、
大
晦
日
と
元
日
の
そ
れ
は
、

感
じ
の
上
で
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
経
験
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ず
っ
と
昔
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
お
正
月

を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
つ
の
節

(け
じ
め
と
い
っ
て
も

よ
い
)
を
つ
け
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
か
ろ
う
。
私
は
、
そ

の
こ
と
が
、
人
生
に
と
っ
て
、
非
常
に
た
い
せ
つ
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

現
代
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
る
世
の
中
で
は
、
も

の
ご
と
を
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
も
な
か
な
か
つ
く
れ
な
い
。

一
年
中
で
い
ち
ば
ん
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
お
正
月
に
こ
そ
、
私

た
ち
は
、
そ
う
い
う
時
間
に
あ
て
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
自
分
の
こ
と
で
も
い
い
だ
ろ
う
。
社
会
の
こ
と
で
も

政
治
の
こ
と
で
も
、
日
本
の
将
来
の
こ
と
で
も
何
で
も
い
い
か

ら
、

一
つ
の
課
題
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
私
は
、
自
分
自
身
に
一
つ
の
課
題
を
与
え

て
み
た
。
そ
れ
は
天
地
の
始
め
に
つ
い
て
で
あ
る
。

春
に
明
け
て
ま
で
読
む
書
も
、
あ
め
つ
ち
の

初
発
の
時
と

読
み
い
づ
る
か
な

と
明
治
の
歌
人
は
歌
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
書
と
い
う
の
は
、

日
本
古
典

｢古
事
記
｣
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
で
て
く

る
の
が

｢天
地
の
初
発
の
時
･J

と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。

古
事
記
に
よ
れ
ば
、
天
地
開
聞
の
時
、
地
上
は
至
る
と
こ
ろ

火
山
が
噴
火
し
濃
霧
が
た
ち
こ
め
、
雷
鳴
は
轟
き
、
大
雨
が
降

り
、
そ
れ
が
お
さ
ま
る
と
、
こ
ん
ど
は
清
澄
な
大
気
を
と
お
し

て
日
光
が
さ
ん
さ
ん
と
照
り
輝
い
た
!
と
い
う
。

夜
と
も
な
れ
ば
、
星
は
ま
ば
ゆ
い
ま
で
に
き
ら
め
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
現
実
の
地
球
の
姿
は
ど
う
か
1
L
U
大
気
の
汚
染
、

河
川
や
海
岸
の
汚
濁
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
公
害
に
侵
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
あ
の
天
地
創
造
の
劇
的
な
シ
ー
ン
を
思
う
と
き
、
ま
さ
に

雲
泥
の
開
き
が
あ
る
の
だ
。

地
上
に
生
命
の
発
生
を
み
て
よ
り
こ
こ
に
一
万
年
f
I

“
い

ま
や
人
類
は
公
害
に
よ
っ
て
、
近
い
将
来
に
滅
亡
す
る
の
で
は

な
い
か
“
と
論
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
地
球
は
汚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

万
物
の
霊
長
と
い
わ
れ
る
人
間
と
は
何
と
愚
か
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
私
は
こ
の
こ
と
を
思
い
め
ぐ
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。

地
球
と
い
う
一
つ
の
遊
星
の
上
に
生
存
し
て
い
る
人
類
の
す

べ
て
が
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
と
も
に
反
省
し
、
互
に
協
力

し
て
い
け
ば
、
道
は
お
の
ず
か
ら
開
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
人
間

の
英
知
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
必
ら
ず
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

“天
地
の
始
め
"
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
、
私

は
、
人
間
の
住
む
こ
の
地
上
の
お
そ
ろ
し
い
現
実
に
直
面
し
て

い
る
自
分
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
人
類
は
、
こ
の
ま
ま
で

い
け
ば
、
核
戦
争
を
待
た
ず
し
て
滅
亡
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。

｢天
地
の
始
め
は
今
日
の
始
め
と
す
る
な
り
｣
と
云
う

こ
と
ば
の
よ
う
に
、
い
ま
こ
そ
、
新
し
い
気
持
に
な
っ
て
、
新

し
い
地
球
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

- 6 -

｢業
務
資
料
｣

書
土
法
の
改
正
に
つ
い
て

北
海
道
行
政
書
士
会
総
務
部
長
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石

道

政

治

昭
和
四
十
六
年
六
月
四
日
付
法
律
第
一
〇
一号
を
以
て
公
布

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
内
容
の
大
綱
に
つ
き
ま
し
て
は
会
報

前
号
に
も
掲
載
し
て
あ
る
通
り
で
す
が
そ
の
根
本
的
な
も
の
は
、

の

行
政
書
士
会
及
行
政
書
士
連
合
会
の
自
主
性
を
強
化
す
る

た
め
会
を
法
人
と
す
る
。

②

行
政
書
士
の
登
録
事
務
及
び
そ
の
報
酬
額
の
快
定
を
行
政

書
士
会
に
行
な
わ
せ
る
。

㈱
併
せ
て
行
政
書
士
の
責
務
及
出
張
所
に
関
す
る
規
定
の
整

備
等
で
、
立
案
の
理
由
と
し
て
、
の
最
近
に
お
け
る
行
政
事

務
の
複
雑
化
、
高
度
化
の
傾
向
に
伴
い
h
行
政
書
士
の
能
力

の
向
上
が
要
求
さ
れ
て
い
る
、
②
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
行

政
書
士
法
を
改
正
し
前
記
の
措
置
を
講
じ
、
行
政
書
士
の
資

質
の
向
上
を
は
か
り
し
い
て
は
国
民
の
便
宜
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
み
ま
す
と

一、
登
録
事
務
の
移
管
は
施
行
後
一年
以
内
で
す
か
ら
本
年
十

二
月
一
日
迄
に
は
引
継
ぎ
が
完
了
し
て
会
で
登
録
事
務
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
是
が
問
題
で

一
、
そ
の
資
格
の
審
査

二
、
登
録
の
取
消
し

三
、
登
録
の
拒
否

等
大
変
難
し
い
要
素
を
含
ん
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
処
理
を

誤
り
ま
す
と
、
登
録
者
又
は
登
録
申
請
人
よ
り

｢行
政
不
服
審

査
法
｣
に
基
き
、
知
事
に
異
議
の
申
立
が
な
さ
れ
、
場
合
に
よ

っ
て
は
会
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
毎
年
当
会
へ
の
入
会
者
が
七
十
名
以
上
も
あ
り
、
又
登
録

者
も
そ
れ
以
上
あ
る
と
思
い
‘ま
す
の
で
、

一
ヶ
月
に
少
く
と
も

弐
拍
癖

一
義
霧
d
の
資
格
審
査
、
又
弐
年
以
上
業
務
を
行
は

な
い
者
の
登
録
抹
消
等
相
当
沢
山
の
人
の
登
録
業
務
を
行
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ィ

常
設
の
資
格
審
査
委
員
会
を
新
設
し
最
低
月
一
回
は
委
員

会
を
開
催
す
る
。

ロ

事
務
局
の
強
化

ハ

道
と
の
密
接
を
連
絡

等
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
会
の
強
化
と
自
主
運
営
と
い
う
明
文

が
あ
り
ま
す
が
先
輩
で
あ
る
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
会

を
飛
び
越
え
た
措
置
で
あ
り
そ
の
運
営
は
物
心
両
面
に
渉
り
相

当
厳
し
い
も
の
で
こ
の
登
録
事
務
の
成
否
に
よ
り
会
の
真
価
が

内
外
に
問
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ

と

が

き

法
人
格
に
よ
る

｢新
会
発
足
｣
と
い
う
大
事
業
を
完
遂
し
て

行
政
書
士
の
基
盤
を
更
に
固
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
の
達
成
も
又
会
員
皆
様
方
の
強
力
な
る
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
な
け
れ
ば
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

重
ね
て
御
支
援
御
協
力
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
つ
い
て

(解
説
)

企

画

部

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(以
下
｢改
正
法
｣

と
い
う
。)
が
六
月
四
日
昭
和
四
六
年
法
律
第
一
〇
一号
と
し
て

公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
行
政
書
士
法
の
一部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
日
を
定
め
る
政
令
が
九
月
二
七
日
昭
和
四

六
年
政
令
第
三
〇
六
号
と
し
て
、
行
政
書
士
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

(以
下

｢改
正
省
令
｣
と
い
う
。)
が
一
〇

月
一
五
日
昭
和
四
六
年
自
治
省
令
第
二
二
号
と
し
て
公
布
さ
れ

た
。今
回
の
改
正
は
、
最
近
に
お
け
る
行
政
事
務
の
複
雑
化
、
高

任
に
当
た
る
行
政
書
士
の
能
力
の
向
上
が
要
求
さ
れ
て
い
る
事

態
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
の
要
請

に
応
え
る
た
め
、
行
政
書
士
会
に
対
す
る
登
録
事
務
の
移
譲
、

行
政
書
士
の
責
務
に
関
す
る
規
定
の設
置
、
行
政
書
士
会
に
対

度
"化
の
傾
向
に
伴
い
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
等
の
軌作
成
の

す
る
法
人
格
の
附
与
等
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

改
正
法
は
、
関
係
政
令
及
び
省
令
と
と
も
に
、
登
録
事
務
の

移
譲
に
関
す
る
部
分
は
昭
和
四
七
年
三
一月
一
日
か
ら
、
そ
の

他
の
部
分
激
昭
和
四
六
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
書
士
会
等
に
対
す
る
法
人
格
の
附
与

に
伴
う
準
備
行
為
に
関
す
る
経
過
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
。

つ
い
て
は
改
正
の
主
な
点
に
つ
い
て
次
頁
に
列
記
し
た
の
で

参
考
と
さ
れ
た
い
。
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《良
書
紹
介
》

最
近
は
診
療
報
酬
請
求
事
務
を
取
り
扱
う
先
生
方
も
増
え

て
参
り
ま
し
た
が
座
右
の
書
と
し
て
次
の
図
書
を
紹
介
教

保
険
医
療
研
究
会
攝

厚
生
省
保
険
局
医
療
課
長

松
浦
十
四
郎

序

　
　　
　
　
　
　

　

A
五
版
全
二
巻

特
漉
上
質
紙
使
用

総
ク
ロ
ー
ス
上
製
本

定
価
四
、
0
0
0
円

(〒
実
費
)

発
行
所

新
日
本
法
規
出
版
株
式
会
社

札
幌
市
大
通
菌
十
四
丁
目

電
話
三
四
一-
二
九
四
八
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記

第
一
昭
和
四
六
年

一
二
月
一
目
施
行
に
係
る
事
項

一

責
務
に
関
す
る
規
定
の
設
置

(第61号 )

行
政
書
士
の
責
務
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
行
政
書
士
は
誠

実
に
そ
の
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
書
士
の
信
用
ま
た
は

品
位
を
害
す
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ

た

(改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
行
政
書
士
法

(以
下

｢法
｣
と

い
う
。)
一
〇
条
)。

二

出
張
所
に
関
す
る
規
定
の
削
除

北 海 道 行 政 書 士 会 報

出
張
所
に
関
す
る
規
定
を
削
り
、
行
政
書
士
が
設
け
る
事
務

所
は
一
ヶ
所
に
限
る
も
の
と
さ
れ
た

(改
正
法
に
よ
る
改
正
前

の
行
政
書
士
法

(以
下

｢旧
法
｣
と
い
う
。)
第
八
条
二
項
)。
こ

の
改
正
は
、
行
政
書
士
が
白
か
ら
業
務
を
行
な
わ
ず
、
出
張
所

に
補
助
者
を
置
い
て
そ
の
業
務
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
趣
旨
に
則
り
、
出
張
所
を

設
置
し
て
い
る
行
政
書
士
は
直
ち
に
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

昭和47年 1 月20日

三

報

酬

従
来
都
道
府
県
知
事
が
定
め
て
い
た
行
政
書
士
が
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
報
酬
の
額
は
、
行
政
書
士
会
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
見
地
か
ら
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
の
会
期
で
定
め
る
基
準

に
従
い
、
行
政
書
士
会
の
会
則
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

(法

第
一
〇
条
の
二
、
一
六
条
第
七
号
、
一
八
条
の
二
第
二
号
)。

四

行
政
書
士
会
及
び
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
対
す
る
法

人
格
の
付
与
等

一
行
政
書
士
会
及
び
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
は
、
法
人

と
な
る
も
の
と
さ
れ
た

(法
第
一
五
条
第
三
項
第
一
八
条

の
三
)。
こ
れ
に
伴
な
い
、
行
政
書
士
会
の
会
期
及
び
役
員
等
に

関
す
る
規
定
の
整
備
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
組
合
等
登
記

令

(昭
和
三
九
年
政
令
第
二
九
号
)
の
規
定
に
従
い登
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た

(法
第

一
六
条
第

〆六
条
の
三
、
第
工
ハ条
の
四
、
第
一
八
条
の
二
･
第
一

八
条
の
三
)。
こ
の
改
正
は
、
行
政
書
士
の
登
録
事
務
の
民

間
移
譲
と
の
関
連
に
お
い
て
、
行
政
書
士
会
等
の
自
主
性

の
強
化
の
見
地
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二

行
政
書
士
会
の
解
散
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。

(改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
行
政
書
士
法
施
行
規
則
(以

下

｢旧
規
則
｣
と
い
う
)
一
九
条
)。

三

行
政
書
士
会
に
対
す
る
記
録
及
び
帳
簿
に
関
す
る
規
定

(改
正
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
行
政
書
士
法
施
行
規
則
(以

下

｢規
則
し
と
い
う
℃)
一
五
条
)。役
員
の
選
任
及
び
解
任

の
届
出
に
関
す
る
規
定

(規
則
第
一
六
条
)
及
び
会
則
の

認
可
に
関
す
る
規
定

(規
則
第
一
八
条
)
は
、
日
本
行
政

書
士
会
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た

(規
則
第
一
九
条
)

五

経
過

措

置

一
昭
和
四
六
年
一
二
月
]
日
か
ら
、
旧
法
に
よ
る
行
政
書

士
会

(以
下
｢旧
行
政
書
士
会
｣
と
い
づ
)
及
び
行
政
書

士
会
連
合
会

(以
下

｢旧
連
合
会
L
と
い
う
。)
は
、
法
に

よ
る
法
人
た
る
行
政
書
士
会

(以
下
｢新
行
政
書
士
会
｣

と
い
う
。)
及
び
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
と
な
り
、
旧
行

政
書
士
会
及
び
旧
連
合
会
の
役
員
は
、
退
任
す
る
も
の
と

さ
れ
た

(改
正
法
附
則
第
二
条
第
し
項
、
第
三
項
)。

二

旧
行
政
書
士
会
及
び
旧
連
合
会
は
、
昭
和
四
六
年
一
二

月
一
日
の
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
会
則
を
法
の
規
定
に

連
否
す
る
よ
う
変
更
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
り
、
か

つ
、
役
員
を
選
任
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
た

(改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
、
第
四
項
)。

第
二

昭
和
四
七
年
一
二
月
一日
施
行
に
係
る
事
項

登
録
事
務
の
移
譲

一
従
来
鍵
迫
府
県
知
事
が
行
な
っ
て
い
た
行
政
書
士
名
簿

の
登
録
は
、
行
政
書
士
会
が
行
な
う
も
の
と
さ
れ
た

(法

第
六
条
)。
こ
の
改
正
は
、
行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
及
び

行
政
書
士
会
の
自
主
性
の
強
化
の
見
地
か
ら
、
従
来
都
道

府
県
知
事
の
行
な
っ
て
い
た
行
政
書
士
名
簿
の
登
録
事
務

を
行
政
書
士
会
に
移
譲
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二

行
政
書
士
の
登
録
手
数
料
は
、
自
治
省
令
で
定
め
る
金

額
の
範
囲
内
で
行
政
書
士
会
が
定
め
る
額
と
さ
れ
た

(法

第
六
条
第
三
項
)。
こ
れ
に
基
づ
く
自
治
省
令
で
定
め
る
金

額
は
、
五
･
0
0
0
円
と
さ
れ
た

(規
則
第
一
三
条
。)

三

行
政
書
士
会
は
、
登
録
申
請
者
が
行
政
書
士
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
者
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
行
政
書
士
名

簿
に
登
録
し
、
登
録
申
請
者
が
行
政
書
士
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
登
録
を
拒
否
し

そ
の
理
由
を
附
記
し
た
書
面
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
当
該
申

請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た

(法

第
六
条
の
二
)。

四

登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者
、
登
録
申
請
を
し
た
日
か
ら
三

月
を
経
過
し
て
も
前
項
の
処
分
が
さ
れ
な
か
っ
た
者
及
び

二
に
よ
る
登
録
の
抹
消
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
行
政

書
士
会
の
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法

(昭
和
三
七
年
法
律
第
一

六
○
号
)
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
に
、
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
行
政
書
士
会
に
対
し
て
、
相

当
の
処
分
を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
さ
れ
た

(法
第
六
条
の
三
、
第
七
条
第
三
項
)

五

行
政
書
士
は
、
登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
さ
れ
た

(法
第
六
条
の
四
)。

二

一定
期
間
業
務
を
行
な
わ
な
い
場
合
の
登
録
の
抹
消

行
政
書
士
会
は
、
行
政
書
士
が
引
き
続
き
二
年
以
上
業
務
を

行
な
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政
書
士
会
は
、
当
該
行
政
書
士
に

対
し
て
、
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
と
と
も
に
、
弁
明

の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た

(法
第
七

条
第
二
項
)。
こ
れ
に
伴
い
行
政
書
士
の
帳
簿

(そ
の
他
関
係
書

類
を
含
む
。)
の
保
存
期
間
は
、
帳
簿
閉
鎖
後
一
年
か
ら
二
年
に

延
長
さ
れ
た
(法
第
九
条
第
二
項
)。

三

業
務
の
禁
止

都
道
府
県
知
事
が
行
政
書
士
に
対
し
て
行
な
う
こ
と
の
で
き

た
処
分
の
う
ち
、
登
録
の
取
消
処
分
は
、
登
録
事
務
の
移
譲
に

伴
い
業
務
の
禁
止
処
分
に
改
め
ら
れ
、
業
務
の
禁
止
処
分
を
う

け
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
は
行
政
書
士
と
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た

(法
第

一
四
条
第
一
項
第
二
号
、
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い
て
は
、
-な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
六
改
正

法
附
則
第
四
条
第
四
項
)。

五

旧
法
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四
七
年
一
二
月
一
日
に
保

存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
帳
簿

(そ
の

関
係
書
類
を
含
む
。)
の
保
存
期
間
は
、
帳
簿
閉
鎖
の
時
か

ら
二
年
間
と
さ
れ
た
(改
正
法
附
則
第
四
条
甲
七
項
)

労
働
保
険
の
適
用
及
び

徴
収
の
一
元
化

企

画

部

労
災
保
険
と
失
業
保
険
を
労
働
者
五
人
末
満
の
小
規
模
事
業

を
含
め
全
事
業
に
適
用
拡
大
で
き
る
よ
う
、
保
険
事
務
の
簡
素

化
と
事
業
主
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
両
保
険
の
適
用
事
務
と

保
険
料
徴
収
事
務
を
一
括
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
(四

七
･
四
･
一施
行
)

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
参
考
に
供
し
ま
す
。

一、
労
働
保
険
適
用
の
拡
大

労
働
保
険
は
事
業
の
種
類
、
規
模
の
い
か
ん
に
拘
ゎ
ら
ず
す

べ
て
の
事
業
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
す
べ
く
、
両
保
険
と

も
次
の
よ
う
に
全
面
的
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

趙

労
災
保
険

昭
和
四
七
年
四
月
以
降
段
階
的
に
逐
次
す
べ

て
の
事
業
を
適
用
す
る
予
定
で
す
。

②

失
業
保
険

昭
和
四
七
年
四
月
以
降
ま
ず
、
製
造
業
、
建

設
業
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
業
、
運
輸
、
通
信
業
の
四
業
種

の
事
業
を
当
然
適
用
と
し
、
逐
次
拡
大
す
る
こ
と
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
業
と
教
育
調
査
･
研
究
の
事
業

は
、
当
分
任
意
適
用
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
労
働
保
険
の
適
用
徴
収
業
務
の
一
元
化

労
災
保
険
と
失
業
保
険
は
現
在
の
強
制

(当
然
)
適
用
の
範

囲
は
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
相
当
部
分
の
事
業
場
が
共
通
し
て

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
じ
て
お
り
、
今
後
す
べ
て
の
事
業
に
適
用

が
拡
大
さ
れ
ま
す
と
、
大
部
分
が
共
通
し
ま
す
。

両
保
険
の
保
険
料
の
基
礎
と
な
る
も
の
も
、
労
働
者
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
の
総
額
に
対
し
て
、
保
険
料
率
を
乗
じ
て
算
出
さ

れ
る
こ
と
も
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
労
働
省
が
保
険
者
と
し
て

所
管
し
て
い
る
の
に
、
現
在
は
労
災
保
険
は
労
働
基
準
監
督
署

1
労
働
基
準
局
、
失
業
保
険
は
公
共
職
業
安
定
所
1
都
道
府
県

労
働
主
務
部
と
窓
口
が
異
な
っ
て
、
個
々
に
手
続
き
を
行
な
っ

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
七
年
四
月
一
日
以
降
は
、

現
在
の
業
務
を
調
整
し
て
事
業
場
の
事
務
負
担
を
軽
減
し
、
拡

大
さ
れ
る
事
業
場
を
適
用
す
る
場
合
の
業
務
量
の
増
加
に
備
え

る
た
め
、
大
方
の
事
業
に
つ
い
て
は
両
保
険
を
一本
に
し
て
手

続
き
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
本
化
さ
れ
る
業
務
は
、
両
保
険
の
加
入
手
続
き
と
、

毎
年
の
保
険
料
報
告
及
び
保
険
料
の
納
付
事
務
の
み
で
、
労
災

保
険
の
給
付
、
失
業
保
険
の
保
険
金
の
支
払
い
等
は
今
ま
で
の

と
お
り
夫
々
の
機
関
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

三
、
一
元
化
後
の
業
務
の
取
扱
い

=

新
規
加
入

新
た
に
事
業
を
開
始
し
た
と
き
、
又
は
労
働
者
数
が
適
用
を

う
け
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
両
保
険
を
一
通
の
書
類
で
手
続
き

を
し
ま
す
。

任
意
加
入
の
場
合
は
、
労
災
保
険
は
監
督
署
、
失
業
保
険
は

安
定
所
へ
夫
々
申
請
し
て
承
諾

命
ゐ可
)
を
う
け
て
か
ら
一本

で
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
何
れ
か
の
一
方
の
み
の
加

入
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②

保
険
料
の
報
告
及
び
保
険
料
の
納
付

イ

失
業
保
険
で
は
、
今
ま
で
毎
月
支
給
し
た
賃
金
に
応
じ

労
働
者
負
担
分
を
源
泉
控
除
し
て
事
業
主
負
担
分
を
加
え
て

翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
と
し
、
労
災
保
険
で
は
、

毎
年
度

(四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
)
の
支
払
見
込
額
に
業

種
別
に
定
め
た
保
険
料
率
を
乗
じ
て
概
算
見
込
み
で
報
告
し
、

翌
年
五
月
十
五
日
ま
で
に
実
際
に
支
払
っ
た
賃
金
で
精
算
し
、
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日

行
政
書
士
は
、
当
然
に
行
政
書
士
名
簿
の
登
録
は
抹
消
さ
れ
る

幻

も
の
と
な
っ
た

(法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
)。

　
　
1

四

そ

の

他

年

,、
鷺

行
政
書
士
会
の
会
員
名
簿
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た

(旧
規
則
第
一
四
条
第
一項
)。

昭

二

行
政
書
士
会
は
、
会
員
に
入
会
又
は
退
会
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
つ
ど
遅
滞
な
く
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
を
、
毎
年
一
国
、
会
員
の
住
所
、

氏
名
、
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る

る
事
項
に
つ
い
て
報
告
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
さ
れ
た
(規

則
第
一
七
条
)。

報
…

三
“
行
政
書
士
の
処
理
件
数
及
び
報
酬
総
額
に
つ
い
て
の
都

道
府
県
知
事
に
対
す
る
報
告
は
、
行
な
わ
な
“
て
も
よ
い

も
の
と
さ
れ
だ

(旧
規
則
第
三
一条
)

五

経

過

措

置

書

一
法
第
五
条
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
っ
い
て
は
、
旧
法

政

の
規
定
に
ょ
る
登
録
の
取
消
の
処
分
は
新
法
に
ょ
る
業
務

-丁

の
禁
止
処
分
と
み
な
す
も
の
と
さ
れ
た

(改
正
法
附
則
第

“百
一

四
条
第

一項
)。

二

旧
法
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
登
録
の

海

申
請
は
、
昭
和
園
七
年
一
三
百
"
一
日
に
お
い
て
、
法
の
親

北

定
に
ょ
り
、
行
政
書
士
会
に
対
し
て
行
な
っ
た
登
録
の
申

請
と
み
な
す
も
の
と
さ
れ
た

(改
正
法
附
則
第
四
条
第
二

項
)。
こ
の
場
合
に
お
い
て
登
録
手
数
料
は
、
旧
法
の
規
定

に
よ
る
手
数
料
を
都
道
府
県
知
事
に
納
め
る
も
の
と
さ
れ

た

(改
正
法
附
則
第
四
条
第
六
項
)。

三
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
行
政
書
士
名
簿
の
登
録
は
、
法
の

規
定
に
よ
る
行
政
書
士
名
簿
の
巷
煤
と
み
な
す
も
の
と
さ

れ
た

(改
正
法
附
則
第
四
条
第
三
項
)。
こ
れ
に
伴
な
い
、

旧
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
備
え
る
行
政
書
士
名
簿

号

は
、
昭
和
四
七
年
一
二
月
一
日
に
お
い
て
行
政
書
士
会
に

弟

引
き
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
た

(改
正
法
附
則
第
四
条
第
五
項
)

(

四

旧
法
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
行
な
っ
た
登

録
に
関
す
る
処
分
に
不
眠
が
あ
る
者
の
不
服
申
立
て
に
っ
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過
不
足
を
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

前
年
度
の
確
定
の
賃
金
総
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
保
険

料
を
翌
年
度
の
概
算
見
込
額
と
し
、
年

一
回
の
報
告
納
付
と

し
て
お
り
ま
す
。
(
一定
金
額
以
上
の
保
険
料
は
〈現
在
三
万

円
〉
申
請
に
よ
っ
て
年
三
回
に
分
割
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

ロ

明
年
度
か
ら
は
、
こ
の
両
保
険
を
一
つ
の
報
告
に
ま
と

め
、
現
在
の
労
災
保
険
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
年
一
回
の
概
算

見
込
で
報
告
し
、
翌
年
更
新
す
る
方
法
に
な
り
ま
す
。

③

保
険
料
の
算
定
基
礎
で
あ
る
賃
金
総
額

両
保
険
と
も
、保
険
料
の
算
定
と
す
る
も
の
は
、各
事
業
所
が

支
払
っ
た
賃
金
に
夫
々
の
保
険
料
率
を
乗
じ
、
労
働
保
険
料
と

し
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
失
業
保
険
で
は
短
期
間

の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
は
被
保
険
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
日
雇
労
働

者
の
場
合
は
別
な
手
続
き
に
よ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

賃
金
総
額
か
ら
除
い
て
二
本
建
の
計
算
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
両
保
険
の
算
式
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

支
払
賃
金
総
額
x
(意

)ル

働
保
険
料
(両
保
険
に
加

(失
業
保
険
と

(見
込
)

入
の
場
合
)

参

考

資

料
総
務
部
調
査

昭和47年 1 月20日

農
地
転
用
関
係
の
札
幌
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て
昭
和
四
六

年
中
の
受
理
件
数
が
左
記
の
通
り
で
あ
っ
た
の
で
参
考
迄
に
誌

上
を
も
っ
て
報
告
致
し
ま
す
。

コし-三百

農
地法
第
三条申
請
鈎
臨鶇色彩"鈴

農
地
法
第
四
条
郛
藷

離

船

一
五
七
件

六
三
件

五
八
件

て
六
四
九
件

二
八
件
九
件

四
、
0
九
〇
件

六
、
0
五
四
件

　
　
　
　　
　
　
　

農
地
法
第
二
十
条
第
一項
事
I
第
六
項

現
地
目
証
明
順

備
考

業
者
が
取
扱
っ
た
件
数
は
大
体
五
0
%
で
あ
る
が
そ
の

内
容
で
も
非
行
政
書
士
の
取
扱
っ
た
も
の
が
多
数
あ
る

様
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎

お

知

ら

せ

行
政
書
士
法
の
一部
改
正
に
伴
い
会
則

(46
年
屹
月
配
布
済
)

改
正
が
な
さ
れ
届
出
の
様
式
も
変
り
ま
し
た

(会
則
“
頁
よ
り
)

届
出
に
は
事
務
局
、
各
支
部
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
御
利
用
の

方
は
申
し
出
下
さ
い
。

◎
定
時
総
会
の
日
程

第
十
三
回
定
時
総
会
も
近
く
な
り
事
務
局
も
大
変
忙
し
く
ネ

ズ
ミ
の
手
で
も
い
い
借
り
た
い
位
で
す
。

日

時

昭
和
館
年
2
月
“
日

(日
曜
)
10
時
よ
り

場

所

札
幌
市
北
4
西
6
自
治
会
館
5
F
、
ア
カ
シ
ヤ
の
間

(T
E
L
拗
j
5
2
6
7
)

会
期
第
総
条
=
沢
山
の
御
意
見
を
拝
聴
い
た
し
た
く
お
待
ち

申
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
生
北
海
道
行
政
書
士
会

と
な
っ
て
か
ら
早
く
も
二
カ
月
を
経
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
執
行
部
は
新
会
の
基
礎
作
り
の
為
苦
悩
の
連
続
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
二
月
二
七
日
の
定
時
総
会
ま
で
、

こ
の
日
か
ら
本
会
も
明
る
く
大
き
く
羽
ば
た
け
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
吾
々
企
画
部
と
し
て
も
、
初
仕
事
と
し
て
の

こ
の
会
報
を
立
派
な
も
の
に
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
不
慣
れ

編

集

後

記

の
た
め
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
広
く
会
員
の
声
を
と
思
い
今
年

の
ェ
ト
に
因
み
半
年
腐
れ
の
先
生
方
に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
心
よ
く
お
引
受
け
戴
き
、
あ
り
が
た
く
感
謝
致
し
ま

す
。
今
後
も
会
と

一般
会
員
と
の
コ
""
-ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
為
に
も
ど
し
ど
し
投
稿
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

(企

画

部
)

行
政
書
士
業
務
を
迅
速
･的
確
に

遂
行
す
る
た
め
の
実
務
必
携
書

▼
好
評
販
売
中

人
V

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
監
修

◎
)行
払双
書
〒十野菜
激務
価
総覧

飜
判三郷…欺猷び謄
-巻

交
通
事
故
処
理
業
務
研
究
会

編
集

◎
交
通
事
故
処
理
業
務
の
B
5
判
、
加
除
式
、
全

一
巻

様
式
と
諸
手
続
便
覧

定
価

三
、
五
0
0
円

不
動
産
関
係
実
務
研
究
会
編

◎
不
動
産
関
係
法
令

A
5
判
、
加
除
式
、
全

一
巻

質
疑
応
答
集

定
価

一
、
八
0
0
円

人
V

- 1 0 -

い
ず
れ
も

北
海
道
行
政
書
士
会
推
せ
ん
図
書
で
す
。

札
幌
市
北
四
条
西
六
丁
目

(自
治
会
館
)

第
一
法
規
出
版
㈱
北
海
道
支
社

電
話
勉
二
九
三
六

脚
三
一
五
七


